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Ｑ.最も自然が残っていると考える日本の川は？ （自由回答） 

◇13 年連続で「四万十川」がトップ 

1 位は 13 年連続で「四万十川」（50.7％）。例年と同様、2位以下を大きく引き離してのトップです。 

 

最も自然が残っていると考える日本の川〔過去5年の推移〕（単位：％）

1 四万十川 50.6 四万十川 52.3 四万十川 48.7 四万十川 51.3 四万十川 50.7

2 長良川 4.0 木曽川 4.8 長良川 5.4 信濃川 6.2 長良川 7.5

3 石狩川 3.8 長良川 4.4 木曽川 4.4 長良川 5.8 信濃川 5.4

4 信濃川 5.1 信濃川 4.1 信濃川 3.9 利根川 5.6 木曽川 4.0

5 最上川 4.3 石狩川 3.5 最上川 3.4 木曽川 4.4
最上川

利根川
3.7

2005年（N=470） 2009年（N=428）2008年（N=450）2007年（N=411）2006年（N=434）

 
 

 

Ｑ.水辺の自然が最も損なわれていると思う都道府県は？ （自由回答） 

◇「東京都」が過半数（51.5％）でトップ 

最も水辺の自然が損なわれていると思う都道府県を聞いたところ、全体では「東京都」（51.5％）

が過半数に達してワースト 1位。「大阪府」が 31.1％で続いており、大多数の人が「東京都」また

は「大阪府」が最も自然が損なわれていると思うと回答しています。 

居住地別に見ると、東京圏・大阪圏はそれぞれ自分の居住地をトップにあげており、特に東京圏で

は約 6割の人が、「東京都」において最も水辺の自然が損なわれていると思っています。 

 

水辺の自然が最も損なわれていると思う都道府県トップ3（単位：％）

1 東京都 51.5 東京都 59.1 大阪府 50.0 東京都 54.0

2 大阪府 31.1 大阪府 21.4 東京都 34.2 大阪府 31.0

3 神奈川県 2.7 神奈川県 4.1
滋賀県

愛知県
2.6 三重県 3.5

中京圏（N=113）大阪圏（N=114）東京圏（N=220）全体（N=447）

 
 

 

以上 


